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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第27期

第１四半期
連結累計期間

第28期
第１四半期
連結累計期間

第27期

会計期間
自 2019年３月21日
至 2019年６月20日

自 2020年３月21日
至 2020年６月20日

自 2019年３月21日
至 2020年３月20日

売上高 (千円) 2,105,739 1,414,631 6,773,705

経常利益 (千円) 642,503 284,237 1,754,134

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 437,320 190,871 1,193,317

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 453,003 199,000 1,207,147

純資産額 (千円) 6,514,121 5,983,754 6,025,215

総資産額 (千円) 7,648,804 6,904,776 7,145,833

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 160.84 77.00 460.78

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 84.7 85.9 83.7
 

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については、記載

しておりません。

２　売上高には、消費税等は含まれておりません。

３　潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりま

せん。

 

２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

重要な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 
(1) 業績の状況

① 国内市場

当第１四半期累計期間における日本経済は、新型コロナウイルス感染症が世界中に蔓延するなか、４月に発出

された緊急事態宣言の影響により経済活動が急速に悪化しており、極めて厳しい状況が継続いたしました。

そのような状況のなか当社主力販売先である自動車産業における設備投資の状況につきましては、客先での生

産ラインの一時稼働停止や事業所への来訪禁止など客先生産活動及び当社の営業活動が大きく制限され、設備計

画の一時凍結、延期、見直し、再編等により前年同期売上高を大きく下回って推移いたしました。また今後の設

備投資動向につきましても、顧客の訪問制限等が徐々に解除されていく中での情報収集により判断していくこと

となるため、現時点での先行きは不透明であります。

② 米国市場

新型コロナウイルス感染症の影響により企業収益が大きく減少し、設備投資も大幅に減少しております。

そのような環境下ではありますが当第１四半期連結累計期間における米国現地法人の連結対象期間が１月～３

月であり、新型コロナウイルス感染症の影響が出る前となりますので、前年後半より引き続き積極的な設備投資

を背景にハンドナットランナが堅調に推移いたしました。

③ 中国市場

新型コロナウイルス感染症の影響により企業収益が大きく減少し、設備投資も大幅に減少しております。

しかし５月以降経済活動は徐々に回復してきており、今後内需の回復度合いにより自動車産業の設備投資の回

復状況を注視して参ります。

④ その他の市場

タイ市場は新型コロナウイルス感染症の影響はあるものの米国市場同様タイ現地法人の連結対象期間が１月～

３月であり、日系自動車部品メーカー向け設備など堅調に推移いたしました。

利益面においては、経費の削減に努めましたが、研究開発費の増加、新型コロナウイルス感染症の影響による

減収を吸収しきれず、経常利益は前年同期を下回る結果となりました。

その結果、当第１四半期連結累計期間は、売上高1,414百万円(前年同四半期比32.8％減)、営業利益286百万円

(前年同四半期比55.8％減)、経常利益284百万円(前年同四半期比55.8％減)、親会社株主に帰属する四半期純利

益190百万円(前年同四半期比56.4％減)となりました。

なお、当社製品は、ネジ締付装置、同部品及びネジ締付工具でありますので、単一セグメントとして市場環境

を判断しております。
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(2) 財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末の資産は、6,904百万円と前連結会計年度末比241百万円の減少となりました。増

減の主な内訳は、電子記録債権が100百万円、原材料が100百万円増加した一方、現金及び預金が150百万円、受

取手形及び売掛金が155百万円減少したためであります。

　当第１四半期連結会計期間末の負債は、921百万円と前連結会計年度末比199百万円の減少となりました。増減

の主な内訳は、買掛金が73百万円増加した一方、未払法人税等が234百万円減少したためであります。

　当第１四半期連結会計期間末の純資産は、5,983百万円と前連結会計年度末比41百万円の減少となりました。

増減の主な内訳は利益剰余金が49百万円減少したためであります。

 

(3) 経営方針・経営戦略等

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが定めている経営方針・経営戦略等について重要な変更は

ありません。

 

(4) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新

たに生じた課題はありません。

 

(5) 研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は、94百万円であります。

　なお、当第１四半期連結累計期間において、当社の研究開発活動に重要な変更はありません。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

EDINET提出書類

株式会社エスティック(E01730)

四半期報告書

 4/15



第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 5,000,000

計 5,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2020年６月20日)

提出日現在
発行数(株)

(2020年７月31日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,942,000 2,942,000
東京証券取引所
(市場第二部)

単元株式数は100株でありま
す。

計 2,942,000 2,942,000 ― ―
 

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2020年３月21日～
2020年６月20日

─ 2,942,000 ─ 557,000 ─ 639,750
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2020年３月20日)に基づく株主名簿による記載をしております。

　

① 【発行済株式】

2020年３月20日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ─ ─ ─

議決権制限株式(自己株式等) ─ ― ─

議決権制限株式(その他) ─ ─ ─

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 463,000
 

― ─

完全議決権株式(その他) 普通株式 2,477,100
 

24,771 ─

単元未満株式 普通株式 1,900
 

― ─

発行済株式総数 2,942,000 ― ―

総株主の議決権 ― 24,771 ―
 

(注)　「単元未満株式」には当社所有の自己株式が19株含まれております。

 

② 【自己株式等】

2020年３月20日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有

株式数の割合(％)

(自己保有株式)
株式会社エスティック

大阪府守口市東郷通一丁
目２番16号

463,000 ― 463,000 15.73

計 ― 463,000 ― 463,000 15.73
 

 
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１ 四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２ 監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2020年３月21日から2020年

６月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年３月21日から2020年６月20日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、EY新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月20日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 544,878 394,731

  受取手形及び売掛金 ※１  1,775,158 ※１  1,619,226

  電子記録債権 338,009 438,168

  商品及び製品 443,131 387,965

  仕掛品 332,438 286,030

  原材料 1,107,068 1,207,358

  その他 89,061 117,672

  貸倒引当金 △2,148 △1,976

  流動資産合計 4,627,597 4,449,178

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 853,881 842,423

   土地 830,106 830,106

   その他（純額） 189,794 178,255

   有形固定資産合計 1,873,781 1,850,785

  無形固定資産 42,781 48,556

  投資その他の資産   

   繰延税金資産 189,705 132,927

   その他 412,767 424,128

   貸倒引当金 △800 △800

   投資その他の資産合計 601,672 556,256

  固定資産合計 2,518,236 2,455,598

 資産合計 7,145,833 6,904,776
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2020年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月20日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 191,026 264,644

  未払法人税等 269,173 34,932

  賞与引当金 61,712 106,347

  役員賞与引当金 ― 7,503

  製品保証引当金 55,000 49,000

  その他 319,923 228,108

  流動負債合計 896,835 690,536

 固定負債   

  退職給付に係る負債 210,636 219,193

  その他 13,145 11,292

  固定負債合計 223,781 230,485

 負債合計 1,120,617 921,021

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 557,000 557,000

  資本剰余金 639,750 639,750

  利益剰余金 6,226,446 6,176,857

  自己株式 △1,461,410 △1,461,410

  株主資本合計 5,961,785 5,912,196

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 21,236 34,733

  為替換算調整勘定 △5,081 △16,734

  その他の包括利益累計額合計 16,154 17,998

 非支配株主持分 47,275 53,559

 純資産合計 6,025,215 5,983,754

負債純資産合計 7,145,833 6,904,776
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
　至 2019年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年６月20日)

売上高 2,105,739 1,414,631

売上原価 1,163,942 805,371

売上総利益 941,797 609,259

販売費及び一般管理費 294,239 322,767

営業利益 647,558 286,491

営業外収益   

 受取利息 3 2

 受取配当金 34 74

 その他 370 658

 営業外収益合計 408 735

営業外費用   

 為替差損 1,777 ―

 持分法による投資損失 3,686 2,989

 営業外費用合計 5,463 2,989

経常利益 642,503 284,237

税金等調整前四半期純利益 642,503 284,237

法人税、住民税及び事業税 169,877 31,671

法人税等調整額 28,707 50,914

法人税等合計 198,585 82,585

四半期純利益 443,918 201,652

非支配株主に帰属する四半期純利益 6,597 10,780

親会社株主に帰属する四半期純利益 437,320 190,871
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
　至 2019年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
　至 2020年６月20日)

四半期純利益 443,918 201,652

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,666 13,497

 為替換算調整勘定 1,815 △10,937

 持分法適用会社に対する持分相当額 4,602 △5,212

 その他の包括利益合計 9,084 △2,652

四半期包括利益 453,003 199,000

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 445,681 192,716

 非支配株主に係る四半期包括利益 7,321 6,283
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【注記事項】

(追加情報)

(新型コロナウイルス感染症について)

当期の連結財務諸表の作成にあたって、新型コロナウイルス感染症が当社グループの業績に与える影響につい

ては、当連結会計年度前半は継続するとの仮定を設定し、会計上の見積りを行いました。現時点においては重要

な影響を与えるものではないと判断しておりますが、今後の状況の変化によっては、翌四半期連結会計期間以降

の連結財務諸表に影響を与える可能性があります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 期末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、連結会計年度末日が金融機関の休日であったため、次の期末日満期手形が、期末残高に含まれておりま

す。

 

 
前連結会計年度
(2020年３月20日)

当第１四半期連結会計期間
(2020年６月20日)

受取手形 73,453千円 26,048千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。

なお、第１四半期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりでありま

す。

 

 
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
至 2019年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年６月20日)

減価償却費 21,234千円 36,240千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2019年３月21日 至　2019年６月20日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年６月19日
定時株主総会

普通株式 233,836 86 2019年３月20日 2019年６月20日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2020年３月21日 至　2020年６月20日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年６月18日
定時株主総会

普通株式 240,461 97 2020年３月20日 2020年６月19日 利益剰余金
 

 

２　基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

当社グループは、ネジ締付装置、同部品及びネジ締付工具の製造・販売及び当社製品の修理・点検を主な事

業とする単一セグメントで事業活動を展開しているため、セグメント情報の記載を省略しております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2019年３月21日
至 2019年６月20日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2020年３月21日
至 2020年６月20日)

１株当たり四半期純利益金額 160円84銭 77円00銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額(千円) 437,320 190,871

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する
四半期純利益金額(千円)

437,320 190,871

普通株式の期中平均株式数(株) 2,719,030 2,478,981
 

(注) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 
２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2020年７月31日

株式会社　エスティック

取締役会  御中

EY新日本有限責任監査法人
 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 西　　野　　尚　　弥 ㊞

 

 

指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士 北　池　　晃　一　郎 ㊞

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エス

ティックの2020年３月21日から2021年３月20日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(2020年３月21日から2020

年６月20日まで)及び第１四半期連結累計期間(2020年３月21日から2020年６月20日まで)に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビュー

を行った。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 
監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エスティック及び連結子会社の2020年６月20日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべ

ての重要な点において認められなかった。

 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 
(注)１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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